
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～共に学び、共に育つ～ 障害理解授業  その１ 

 天王みどり学園では、小学校・中学校等におい

て、学年に応じた内容による障害理解授業の協力

をしています。 

 今回は、６～７月に行われた五城目小学校での

授業の様子と、授業後の子どもたちの感想の一部

をお伝えします。 

手話であいさつゲーム（２年生） 

みんなの気持ちをひとつに ～フラフープリレー～（１年生） 

友達と協力  

～ペンでアップダウン～ 

  （６年生） 

字を読むのが苦手な人

や書くのが苦手な人が

いるのが分かりました。

その人たちのことを理

解できるような体験をし

て、その人たちの気持ち

を理解できました。 

実際に体験してみること

で、障害の人の気持ちを

知ることができたと思い

ます。「みんなちがう」と

いうことを頭に入れて、

誰にでもやさしくしてい

きたいです。 

一人一人の感じ方がそれぞ

れちがうということが分かり

ました。 

一人一人がかけがえのない

存在という意味が分かった

ように感じました。 

きづく、言葉にする、

うごく、という３つの

おねがいをおぼえ

て、こまっている人

がいたら障害者にか

かわらず助けてあげ

たいと思いました。 

６年生の感想より 


